
名称 月日 参加者・対象 内容

　第１回　　９月２９日（月） 保幼認小代表 保幼認小義の接続について、課題について協議・検討を行った。

　第２回　１２月１８日（木） 保幼認小代表
保幼小連携・接続の推進に向けてのアンケート調査を行い、現状を把握し、「保育の日」と「接続カリキュ
ラム」について協議・検討を行った。また、令和６年度の「保育の日」の案の協議を行った。

　第１回　　５月１０日（金） 保幼認の園長

幼児教育事業報告及び幼児教育事業計画について説明を行った。
昨年度の本審議会での人権に関するご意見をもとに、人権対策課の人権啓発指導員より、「自分が自
分であること」～自分らしく生きられる？子どもたちの未来～のテーマで研修を実施した。

　
　第２回　　１１月８日（金） 保幼認の園長

幼児教育事業の進捗について報告を行った。
子ども家庭センターのヤングケアラーコーディネーターより、「ヤングケアラーについて」のテーマで研修
を実施した。ヤングケアラーの実態、支援や関わり方のポイントについて、理解を深めた。

　第１回　　６月２６日（水）
保育士・幼稚園教諭・保育教諭・小学校教諭
（３２名参加）

福岡教育大学附属幼稚園で、保育参観とグループ協議の研修会を実施した。
参加者の先生からは、「何より先生方の声かけが、幼児の主体性を引き出すもので大変素晴らしいと感
じた」「先生方が穏やかで、落ち着いた雰囲気の中、保育されているのが印象的だった」などの感想が
あった。
「幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿」を視点に置きながら参観し、意見交換することで、気づき
の多い充実した研修会となった。

　第２回　　９月２０日（金）
保幼認の主任と小学校の主幹教諭
（３７名参加）

福岡教育大学の石上氏を講師に迎え、「子どもの文化と環境を視点とした連携・接続」というテーマの講
義とグループ協議を実施した。
参加者の先生からは、「教えの過剰は学びの過小など、とても考えされられる内容だった」「大人の当た
り前は子どもの大発見という視点で、子どもたちの“なぜ？”を引き出すような言葉かけをしたい」という
感想があった。
意見交換の時間が多く、事例をもとに様々な視点で、じっくり交流することができた。
保幼認小の相互理解を推進し、幼児教育及び学校教育の充実を図ることができた。

　第３回　１１月１２日（火）
保育士・幼稚園教諭・保育教諭・小学校教諭
（２７名参加）

玄海ゆりの樹幼稚園で、保育参観とグループ協議を実施した。
参観の前に、玄海東小学校教諭大塚先生に、3つの視点、①話す②聞く③文字や数字に興味をもつに
ついて説明していただいた。
参加者の先生からは、「保育園・幼稚園・小学校と３つの視点で話を聞くことができてよかった」「先生が
子どもの発言を肯定し、受け止めることで、子どもたちが安心して発言できていた」などの感想があっ
た。
主に３つの視点で参観いただくことで、意見交換の時間が大変意義な時間となり、園と小学校の相互理
解を図ることができた。

　第２回　　８月２０日(火)
加配職員・保育士・幼稚園教諭・保育教諭
（２０名参加）

療育サポートセンターＫＯＴＯＩＲＯ宗像 益田美咲氏を講師に迎え、「困り感を探ろう！」というテーマの講
義とグループ協議を実施した。
グループ協議では、様々なケースについて意見を出し合い、最後に益田氏より講評をいただき、支援方
法について理解を深めることができた。
参加者からは、「困っている姿を具体的に特性として捉えることで、支援の仕方も具体的に知ることがで
きた」「色々なケースの子の様子をグループで討議して、自分にはない考えや気づきがあってとてもよ
かった」といった感想があり、保育者の資質及び専門性の向上を図ることができた。

第１回　　４月２２日(金)
園長・発達支援コーディネーター
（３７名参加）

発達支援係から市の取り組みと就学に向けた支援について、事例を交えながら具体的な対応について
講義した。市と園の連携体制構築を図ることができた。

第２回　　１月２７日(月）
発達支援コーディネーター
（２３名参加）

発達支援コーディネーターが、保育の現場で活かせる知識の習得のために、のぞみ園言語聴覚士松延
孝代先生の講義とのぞみ園療育スタッフを交えてグループワークを行った。参加の先生からは、「具体
的な内容でわかりやすかった。現場で活かしたい」「園の先生方に学びを共有したい」などの感想があっ
た。発達支援コーディネーターとして、園内で情報共有や検討を行うために必要な知識を得られる有意
義な研修ができた。

第１回　　５月３１日（金）
市内小中学校・幼保園・障害児福祉サービス事
業所・宗像児童相談所等関係職員・市職員等
（４９名参加）

第１回　福岡県立大学准教授奥村氏を講師に迎え、ネグレクトの理解と家族支援をテーマに、課題を抱
える課z九への支援について理解を深めた。

第２回　　３月　６日（木）
市内小中学校・幼保園・障害児福祉サービス事
業所・宗像児童相談所等関係職員・市職員等

第２回　福岡地方検察庁検事佐田氏らを講師に迎え、子どもから被害を打ち明けられた時の支援者の
対応についての講義を実施する予定。

第１回　　９月２７日（金）

市内保育所・幼稚園・認定こども園、市立学校
PTAコミュニティ運営協議会、市内子育て支援関
係団体
第１回（１０３名参加）　内録画視聴４３名

第１回講座は、講師に福岡県立大学人間社会学部社会福祉学科准教授の奥村健一氏を迎え「より良い
親子関係のつくり方」というテーマで、「ベスト(最も良い)」でなく、「ベター(より良い)」な親子関係について
学んだ。子ども支援課、図書課と連携し、より幅広い受講者を獲得し、多くの市民に周知啓発することが
できた。また、受講者からは「帰宅後すぐに実践したい。」や「大人も学ぶ機会が必要と改めて感じた。」
と満足度の高いアンケート結果となった。

第２回　　２月　１日（土）

市内保育所・幼稚園・認定こども園、市立学校
PTAコミュニティ運営協議会、市内子育て支援関
係団体
第２回（３１名参加）　会場開催のみ

第２回講座は、講師にAltcom株式会社代表取締役の柴田真理子氏を迎え「ネットやゲームとのいいつ
きあい方」というテーマで、ネットやゲームにのめり込む子どもを制限するのではなく、寄り添うためには
どうしたらいいのかを学んだ。講師の実体験(息子が不登校・ゲーム依存、家庭内暴力を起こした過去)
に基づく話は受講者から「痛感できた。」、「子どもとの関わり方に実践したい。」とこれまでの家庭教育を
親が省みるきっかけになった講座となった。

連携事業

保育の日 ４、７、８月 保育士・幼稚園教諭・保育教諭・小学校教諭

「保育の日」の実施園は２０園で、訪問人数の合計は５５名。
令和6年度は、1年生の担任の先生が入学式の前に園の様子を見られるよう、初めて4月に実施した。
小学校の先生の訪問人数は15人。参加された先生からは、園で過ごしている子どもたちの姿や保育者
の関わり方を見ることができてよかったという声があった。

保育所・幼稚園・認定こども園による小学校見学
支援事業

主に学校の日 市内保育所・幼稚園・認定こども園
7月、11月、1月に1園ずつ利用。2月に1園が利用予定。
1年生の教室で授業を見たり、学校の中を探検することで、子どもたちは1年生になることの期待が膨ら
んでいた。利用園からは、「友達や先生と一緒に見学することで、不安も軽減された」という声があった。

幼児教育研究協議会

令和６年度 幼児教育事業の実施状況について

令和６年度の幼児教育事業計画の報告を行った。
今後の幼児教育振興プログラムに基づく幼児教育事業の取り組みで、課題や気になる点について
協議・検討を行った。

学校と保育園、幼稚園、認定こども園が入学後の子どもの様子を情報共有する場として設定した。
参加者の先生からは、「就学後の様子をこまかく聞くことができて、とても良かった」「連絡先を交換でき
る名刺を準備してくださり、とても助かる」という感想があった。
情報交換を通し、幼児教育と小学校教育との連携・接続の強化を図ることができた。
また今年度は、保育協会から差し入れをいただきカフェコーナーを設け、リラックスした雰囲気で情報交
換を行うことができた。

幼児教育研修会

幼児教育審議会 　第１回　　１０月２１日（月）
　第２回　　　２月１０日（月）

幼児教育に関する知識経験者、保幼認小代表、
保護者

保育士・幼稚園教諭・保育教諭・小学校教諭
（４９名参加）

保育所・幼稚園・認定こども園
園長会

　第１回　　７月１９日(金)
保育士・幼稚園教諭・保育教諭
（１９名参加）

北九州市立大学文学部人間関係学科 山下智也氏を講師に迎え、「子ども主体の遊びを支える環境づく
りと保育者の関わり」というテーマの講義とグループ協議を実施した。
参加者からは、「させられ体験ではなく、“遊び”を日々楽しめる工夫をしていきたい」「遊びの型にこだわ
らず、子どもの発見した遊びを大切にしたい」などという感想があった。
「子ども主体の遊び」について様々な視点から学びを深め、保育者の資質及び専門性の向上を図ること
ができた。

幼児教育と小学校教育の円滑な
接続に関する研修会

保育所・幼稚園・認定こども園
小学校・義務教育学校連絡会

　　　　６月１４日（金）

発達支援コーディネーター研修会

子どもの安全に関する研修会

家庭教育学級支援事業
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